
 

 岩舟公民館だより 

        ◇   ◇   ◇  館長より    ◇   ◇   ◇ 

  実りの秋を迎え、皆様におかれましては、ますますご清祥のことと存じます。 

今回改めて、市内岩舟地域の公民館施設紹介をいたします。 

現在、栃木市で有してる岩舟町内の公民館は、岩舟公民館、静和地区公民館、小野寺地区

公民館の 3館です。それぞれ複合的要素をもった施設であります。 

岩舟公民館につきましては、幅広い年代の人々が触れ合う生涯学習の場として市公民館

課、市スポーツ振興課を有し、館内には市における情報の発信基地としての栃木市図書館岩

舟館が併設されています。また、静和地区公民館は、最寄駅の静和駅を抱え大変立地条件も

よく、唯一調理実習室を有した施設で、各種団体で昼夜毎日のように利用され年々稼働率も

上がっています。また、コスモス教室（適応指導教室）なども併設され子供たちの教育にも

一役買っています。小野寺地区公民館においては、岩舟町北西部に位置し、県道栃木・佐野

線に面し自然環境の整った立地で、館内には、学童保育施設、簡易郵便局があり地域の人々

にとっては利便性のいい施設になっています。 

  皆様には、各公民館施設の特色を再認識いただき、更なる地域交流の場としてお役立てい

ただければと思います。 

 

岩舟公民館講座紹介 

 

 

 

 

 

 

 

〔いきいき教室・らくらく健康体操〕  〔ハーモニカ入門〕  〔正しく歩く！デュークズウォーキング〕 

（ ３地区公民館で実施しました。）  （ 計５回実施しました。）  （ 計３回実施しました。） 

 

 

 

 

 

 

〔いきいき教室・帽子型マグネットづくり〕  〔スマホ・ケータイ安全教室〕  〔夏休み親子ふれあい教室〕  
 （ ３地区公民館で実施しました。）  （シニア向け講座です。）   〈チャレンジ工房 ～ 陶芸教室〉 
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班内回覧 

＜裏面に続く＞ 



生涯学習と公民館の役割 

「教育の目的は、各個人が自己の教育を継続できるようにすることだ。」これは、アメリ

カの有名な教育学者ジョン・デューイの言葉です。昭和時代までの我が国の教育は学校教

育が中心で、子どもに知識や技能を教え込むことにウェートが置かれていました。その後、

それが教育の大きな問題として取り上げられるようになりました。平成元年、当時の文部

省に生涯学習局が設置されたことにより、学校教育と社会教育をつなげ、「生涯学習」と

して、教育全体の最終目的となるべく位置づけられました。日本は今や世界一の高齢化社

会となり、国際化時代や高度情報化社会を迎えています。このような社会を生き抜くため

には学校教育と社会教育が分離していては対応できなくなり、一人一人が生涯にわたって

自己教育を続ける必要性に迫られてきたわけです。言い換えれば、人生８０年時代を生き

がいを持って生きるためには、この継続した自己教育即ち生涯学習が大切となってきたの

です。デューイの言葉は、正にこの生涯学習の概念を言い表しています。栃木市で推進し

ている「とちぎ未来アシストネット事業」も生涯学習を基盤とした社会の実現を目指して

実施しているものです。 

公民館というところは、その生涯学習における中心的な施設として重要な役割を果たし

ており、子どもから高齢者まで楽しく集い学べる生涯学習の発信基地です。これからも生

涯学習の拠点である公民館で楽しく学びましょう。  

 

 

 

 

 

 

〔夏休み親子ふれあい教室〕   〔夏休み親子ふれあい教室〕  〔夏休み親子ふれあい教室〕 

〈チャレンジ工房 ～ パステルアート教室〉    〈チャレンジ工房 ～ バードコール教室〉    〈チャレンジ工房 ～ 押し花教室〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

  

☆後期講座について 

    

☆今後の予定 

◇ 栃木市岩舟文化祭 …… １０／２７（土）・２８（日）〈岩舟公民館他〉 

◇ 栃木市岩舟地域成人式 …… １／１３（日）〈岩舟文化会館〉 

〇後期講座の状況についてお知らせします。 

  パソコンで年賀状を作ってみませんか！ （１１月８日・１５日・２２日・２９日） 

～ 申し込み可能です。ぜひお申し込みください。その他の講座は定員に達しました。 


